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【目的】  
本研究の目的は、大学生の授業中の眠気と夜間の睡眠状況の関連性を、午前と午後の
授業時間帯別に明らかにすることであった。  
【対象】  
対象は、本学リハビリテーション学部に所属する学生 137 名であった。  
【方法】  
方法は、自己記入によるアンケート調査であり、研究デザインは横断研究であった。
午前・午後の授業中の眠気の有無を目的変数、夜間の睡眠状況、性別、授業への興味や
関心、服薬中の薬剤、うつ症状を説明変数としてロジスティック回帰分析を行った。  
【結果】  
午前の授業中に眠気があると回答した学生は 65 名（47.4％）であり、午後の授業中に
眠気があると回答した学生は 118 名（86.1％）であった。眠気が生じやすい授業時間は、
4 時間目が最も多く 80.3％であり、次いで 5 時間目が 42.3％、1 時間目が 37.2％の順番
であった。  
午前の授業中の眠気は、就床時間が遅く（ p<0.05）、起床時間が遅い学生に生じやすかっ
たが（p<0.05）、午後の授業中の眠気は夜間の睡眠状況と関連しなかった（ p>0.05）。 
【考察】  
眠気の定義や睡眠状況の因子の選択の問題などがあるため一概に結論できないが、本
結果から、授業中の眠気と夜間の睡眠状況の関連性は午前と午後で異なる可能性が高い
と考えられた。学生教育においては、授業中に眠気を感じる学生や居眠りする学生に対
して、夜間の睡眠環境の整備を行うように指導する場合があるが、午後の授業中の眠気
の予防は、夜間の睡眠環境の整備のみでは効果が得られない可能性がある。  
【倫理審査および利益相反の状況】  
本研究の倫理審査は、聖隷クリストファー大学倫理審査委員会において承認された。
研究協力の依頼は、研究責任者が全学生に紙面と口頭で説明を行った。説明内容は、研
究の趣旨を説明し、回答は自由意志であり拒否することも可能であること、回答しない
場合でも不利益を被らないこと、回答内容は本研究の目的以外では使用しないこと、無
記名の調査であるため個人が特定されることがないことなどを説明した。データの複製
は行ず、回答済みの調査用紙は、鍵のかかる場所に保管した。 
 本研究に関する利益相反はない。  
【発表計画】   
 今年度中に本学の紀要に投稿予定である。  
 
 
 
